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目 的　 米 飯 の 食 味 に 関 係 す る 因 子 は 、 品 種 や 栽 培 条 件 、 気 候 、 土 壌 や 肥 料 、 乾 燥 、I?  蔵

、 さ ら に 炊 飯 条 件 等 が あ る が 、 標 準 栽 培 さ れ た 場 合 に は 品 種 が 最 も 大 切 で あ る と い わ れ て

い る 。 本 題 で は 、 栽 培 条 件 す な わ ち 平 坦 部 、 中 山 間 部 、 山 間 部 、 高 冷 地 の μ 地 帯 で 標 準 栽

培 さ れ た 米（ サ サ ニ シ キ ）の 食 味 と 理 化 学 的 性 状 と の 関 係 に つ い て 検 討 し た 。

方 法　 試 料 米 は 昭 和S   9 年 度 福 島 産 の サ サ ニ シ キ の 玄 米 お よ び 精 白 米(  寒椿 歩 留9    ／%

）を 用v> た 。 地 帯 区 分 は 福 島 県 の 中 通 り 地 方（ 主 に 郡 山) で 、 平 坦 部 は 本 宮 、 喜 久 田 、 中

山 間 部 は 長 沼 、 山 間 部 は 湖 南 、 高 冷 地 は 石 蘇 地 区 で μ 地 区 で 栽 培 さ れ た も の を 用 い た 。

結 果　1  , 玄 米 の 千 粒 種 は 平 坦 部 は 重 く 、 他 の3  地 区 は や や 軽 か っ た 。 ま た 完 全 粒 の 割

合 は 平 坦 然 、 中 山 間 部 に 比 し て 山 間 部 、 高 冷 地 は 少 か っ た 。2    , 吸 水 試 験 、 ア ル カ リ 抵 抗

で はf 地 区 に よ る 差 異 は み ら れ な か っ た 。3   , 炊 飯 米 の 官 能 検 査 で は 平 坦 部 、 中 山 間 部 に

比 し て 山 間 部 や 高 冷 地 は 食 味 が 劣 っ て い た 。　4 , 炊 飯 後 の 溶 出 液 中 の ヨ ウ 素 呈 色 度 は 平 坦

部 、 中 山 間 部 は 薄 く 、 山 間 部 や 高 冷 地 は 濃 か っ た 。5   , 米 粉 の ヨ ウ 素 吸 収 曲 線 で は 最 大 吸

収 波 長 は い ず れ の 地 区 の 米 で も 乙 ／0  n   。 付 近 に あ り 、 吸 光 度 は 高 冷 地 が 他 の3  地 区 よ り

も 高 い 値 を 示 し た 。6  , ア ミ ロ ― ス 含 量 で は 高 冷 地 は 他 の Ｊ 地 区 に 比 し て 多 い 値 を 示 し た

。7   ， ア ミ ロ グ ラ ム で は 糊 化 開 始 温 度 に お い て は μ 地 区 に よ る 差 異 は み ら れ な か っ た が 、

最肩 粘 度 で は 平 坦 部 、 中 山 間 部 は 高 く 、 高 冷 地 や 山 間 然 は や や 低 か っ た 。　8  ■    改 良 上 皿 天

秤 に よ る 米 飯 の 粘 着 度 で も 平 坦 部 、 中 山 間 部 は 高 く 、 高 冷 地 や 山 間 部(S や や 低 か っ た 。

／　) 第2   9 回 日 本 家 政 学 会 東 北 、 北 海 道 支 部 発 表 会 を 第 ／ 報 と す る 。 Ｐ ／ 、７
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福 山市立々 剱 刄　　 刀口納 三斗 掻

目的 食料膏 に６め る外食1^ の剣 か は年/ﾏ 増加 の 一途 をre ど っr  お り ，外食屎業,i 銀 鋼

産業 に匹敵 する市場規模 にな ってしヽる ともいわれ てい石 。＆7･こ，外 食急業 の遠 出 は子供え

が 自立しr= 煮i 活 看 として成長 す･りご とに彩 響 を与 えてい ることダ 考i, う札'b  。 すなわろ

手供£ ヵヽ`ヽ 規剔的な凍* 通,    I丈学な/食必]の息択 ，調 理 狐術 な どを習 得 する- とをむ っめヽ レく

乙Z いう と秀 乞ら孔 る。 しTz が■ つ？ ，本m.  礼u  中 ■ 高枝i  ・ 外食産業 の載/刷萱斟 と,  こn

うの利 用が食 主活 への兎諏 や食 生話 の変態,  健康 吠現,ごJ,ヽ。t If?'す粂 零 にっい て･報昔すゐ 。

ぢ去 調 査対 象：福山 斧内 丁中タ生Jif  名,  広A 県神石郡 内 々･中タ生/・7  名 ，福 ふ 市内

工吊校・Z 引*　 調 査時期；/iH 年7  月上 匈　 調±項 目； 食 宝治 あヽ 。tび外 食丿 業, ＝討j 心

急繊,  外食刄 業利 用の吏蜀,  食 士三きの慨態 ，健康択捉 ，なf,ヽ ，不 調壹 ど は外/食多業 と む?

蒔 ち芦 リ ズ` 乙 斤b 婦 丿伊 軋 ハ ソバ- カ~ / ファi    ')   -  レZ   ト ラ ン乙 曙 某瀋5 と丿あif

n.

鈴 栗　1.  中学生 て"(S A ンバ ヽが ー, あ殺 生x"  li 喫 茶店 の利 用槙 度が` 高ヵヽ ，た 。ran ヽ?"

も締食 のな しヽＪ 中では スン，弁当,      ノヘッバ-  が ヽがﾉ！ 食 として利 用さ れz  い/こ。まt-  ，タ

奮t-  I 人 が外 食産業 を利 用するものH 約"? 芦みら仇た。z.  浦 に ノ洩雄 滝・ 外食 産業 。利

用を普え と秀 えr しり

/)'■ - it昧 を娯 んど利 明c  ?: ･ヽ r=。+. 外辰彦業 を利/弔ずるほ ど 准 い昧 を好 み ，葉 家報 ，募

集類 ，浦求類 など のﾉ食品 乗萩 の減 取ヵりt  < ，加 工雇 聶 の利 用はあpヽつ 斥， ぢ゙，外,食轟 業 の

刹 和 リ レリ ど 不定匙 肺-& 跨 える剥 會 が高 力ヽ つre.


